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2021年度 第２回 ３月  

高校レベル記述模試（高 2） 

日本史・採点基準 

単答問題部分 

◆単答問題・共通の原則◆ 

１．漢字で書くべき用語（語句）のひらがな表記には得点を与えない。また，ひらがなで書くべき用語（語句）

の漢字・カタカナ表記にも得点を与えない。漢数字を含む用語(語句)について，数字を算用数字で示した表記にも

得点を与えない。 

２．判読しにくい文字についてはできるかぎり善意に解釈して採点する。 

３．部分点は設けない。 

４．「漢字○字で」と指示した設問に対して『』を加えて字数を一致させた答案を示した場合，『』は漢字ではな

いなどの理由から不正解とする。 

  事例） 「漢字５字で」…   ○建武年間記  ×『建武記』 

 

１ 通貨の歴史（２点×10＝20点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

２ 原始・古代の総合問題（２点×10＝20点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

３ 中世の総合問題（２点×８＝16点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

４ 江戸幕府の政治（２点×10＝20点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

５ 近現代の対外関係（２点×８＝16点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 
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論述問題部分 

◆論述問題・共通の基準◆ 

１．採点基準においては加点要素を，２点のものは二重線□□で，１点のものは下線□□で，それぞれ示している。採

点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項に内容が反していないかを確認する）。

例外的対応などについては※で示してある。 

２．歴史用語等（太字で表示）についての誤字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表記は，それが加点要素に

直接関係する場合，漢字 1文字分につき１点減点とするが，脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点。同一

語句・文字がくりかえし誤っている場合は，それぞれを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加

点要素とは直接関係しない箇所に誤字があった場合，減点しない。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

◆論述問題・採点基準上の記号◆ 

１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に明示されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案上に明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 

 

３ 中世の総合問題 

問１ 

◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 

◎北条泰時 

a <執権の補佐役である>連署を設けた   ………１点以内 

b <政務・裁判を審議する>評定衆を選んだ   ………１点以内 

c 御成敗式目を制定した   ………２点以内 

 

５ 近現代の対外関係 

問５ 

◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 

◎条約改正交渉の開始を目的として行ったこと 

a 廃藩置県の直後に行った ………１点以内 

b <海外に外交担当者として>岩倉具視を派遣した ………１点以内 

c (岩倉)使節団を米欧に派遣した ………２点以内 

 


